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罫
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務
省
共
同
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月
　
日
）
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罫
 第
　
回
高
専
協
議
会
総
会
（
6
月
　
～
　
日
）
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罫
 新
潟
大
 未
払
賃
金
等
請
求
訴
訟
控
訴
審
第
4
回

茎
 論
壇
「
つ
い
に
始
ま
っ
た
！
宇
宙
誕
生
の
謎
を

　
探
索
す
る
ス
ー
パ
ー
K
E
K
B
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

　
加
速
器
研
究
施
設
　
特
別
教
授
　
小
磯
 晴
代

茎
 職
場
の
Q
＆
A
⑤

　
　
 「
裁
量
労
働
制
で
も
勤
務
時
間
把
握
は
必
要
」

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

猿
 埼
玉
大
学
「
非
常
勤
教
職
員
の
無
期
雇
用
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
」

猿
 富
山
商
船
高
専
「
高
専
の
教
育
を
守
り
育
て
る
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（毎月10日発行）

　
全
大
教
の
、
年
に
一
度
の
定
期
大
会
が
、
7
月
7
日
か
ら
8
日
に
東
京
・
大
崎
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
7
年
度
の
活
動
・
決
算
が
報
告
さ
れ
、
2
0
1
8
年
度
の
運
動

方
針
、
予
算
等
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
欠
員
が
で
き
た
役
員
の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
方
針
に
つ
い
て
は
原
案
の
一
部
が
修
正
の
上
で
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
議
案
は
原
案
が

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
補
欠
選
挙
で
は
、
新
し
い
中
央
執
行
副
委
員
長
と
会
計
監
査
委
員

が
信
任
さ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

【
運
動
方
針
を
決
定

 ～「
選
択
と
集
中
」に
反
対
、

   無
期
転
換
実
現
、な
ど
～
】

　
2
0
1
8
年
度
運
動
方
針
案

（
第
5
号
議
案
）で
は
、
大
学
・

高
等
教
育
の
充
実
に
向
け
た
運

動
と
し
て
、
猿
大
学
・
高
等
教

育
予
算
の
「
選
択
と
集
中
」
に

反
対
し
抜
本
的
な
拡
充
を
求
め

て
い
く
こ
と
、
猿
政
府
に
よ
る

一
方
的
な
高
等
教
育
再
編
、
地

方
大
学
切
り
捨
て
を
許
さ
な

い
、
な
ど
5
項
目
が
、
ま
た
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
に
向

け
た
運
動
と
し
て
、
猿
臨
時
賃

下
げ
に
対
す
る
裁
判
闘
争
を
引

き
続
き
全
国
運
動
と
し
て
闘
っ

て
い
く
こ
と
、
猿
非
正
規
職
員

の
雇
い
止
め
を
撤
廃
し
無
期
転

換
を
促
進
す
る
こ
と
、
猿
賃
金

を
改
善
す
る
こ
と
、
猿
長
時
間

労
働
を
是
正
す
る
こ
と
、
な
ど

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

大会あいさつをする 中富公一 中央執行委員長（於：東京・南部労政会館）

（
2
面
へ
つ
づ
く
）

全
大
教
第
　
回
定
期
大
会
開
　
　
催 

51

　
ま
た
、
各
大
学
で
の
軍
事
研

究
に
関
す
る
規
程
整
備
と
遵
守

を
求
め
て
い
く
こ
と
、
憲
法
の

平
和
主
義
を
守
る
立
場
か
ら
討

論
の
場
を
設
け
る
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
な
ど
も
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
全
大
教
の
組
織
を
強
化
す
る

た
め
に
、
組
合
員
の
純
増
を
目

指
す
こ
と
、
厳
し
い
財
政
状
況

を
認
識
し
そ
の
中
で
も
運
動
を

継
続
で
き
る
よ
う
組
織
運
営
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
も
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

【
活
発
な
討
論
で

　
　
　
 取
り
組
み
の
交
流
】

　
指
定
国
立
大
学
法
人
や
ア
ン

ブ
レ
ラ
方
式
が
与
え
る
影
響
、

働
き
方
改
革
の
影
響
、
有
期
雇

用
教
職
員
の
雇
い
止
め
問
題
、

無
期
転
換
、
賃
金
交
渉
、
軍
事

研
究
問
題
、
等
に
つ
い
て
発
言

が
あ
り
、
参
加
の
代
議
員
間
の

討
論
と
交
流
、
そ
し
て
執
行
部

か
ら
の
答
弁
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
に
つ
い
て
の
今
後

の
取
り
組
み
に
む
け
た
議
論
が

深
ま
り
ま
し
た
。

　
賃
金
問
題
で
は
、
人
勧
準
拠

が
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
中
で
団
体
交
渉
で
い
か

に
打
開
す
る
か
、
と
い
っ
た
問

題
提
起
が
さ
れ
、
人
勧
準
拠
で

な
い
こ
と
を
活
用
し
て
い
く
視

点
や
、
人
勧
だ
け
で
は
な
い
賃

金
要
求
の
た
め
の
資
料
の
充
実

を
求
め
る
意
見
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
無
期
転
換
問
題
で
は
、
原
則

無
期
を
勝
ち
取
っ
た
大
学
の
中

で
も
、
そ
の
後
、
団
体
交
渉
で

の
約
束
事
が
守
ら
れ
な
い
と

か
、
有
期
雇
用
職
員
に
申
し
込

み
の
周
知
が
さ
れ
な
い
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
雇
用
に
切
り
替
え
が

行
わ
れ
る
、
な
ど
、
運
用
に
お

い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
事
態
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
、共
有
し
ま
し
た
。

　
公
立
大
学
の
組
合
か
ら
大
学

の
財
務
状
況
を
把
握
し
た
上
で

の
団
体
交
渉
の
実
践
（
大
阪
府

立
大
学
）
や
、
全
員
任
期
制
撤

廃
の
実
現
（
横
浜
市
立
大
学
）

等
、
す
べ
て
の
組
合
の
学
習
と

励
み
に
な
る
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
　
全
大
教
の
組
織
運
営
の
あ
り

方
を
巡
っ
て
も
議
論
が
か
わ
さ

れ
、
定
期
大
会
に
各
組
合
か
ら

の
代
議
員
が
参
加
し
や
す
く
す

る
目
的
で
、
来
年
度
は
1
日
日

程
で
開
催
す
る
こ
と
も
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

   運
動
方
針
案
は
一
部
修
正
の

上
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
決
算
・
予
算
も
承
認
、

 緊
縮
財
政
の
中
で
も

 今
秋
の
教
研
集
会
の
成
功
へ
】

　
全
大
教
の
2
0
1
7
年
度
決

算
は
、
単
年
度
で
は
約
7
8
0

万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

教
研
集
会
を
隔
年
開
催
と
し
2

0
1
7
年
度
は
開
催
し
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
今
年

9
月
の
岡
山
で
の
教
研
集
会
の

開
催
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
2
0
1
8
年
度
は
、
隔

年
開
催
と
し
た
教
研
集
会
等
の

集
会
を
計
画
通
り
開
催
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
財
政
状
況
の
改

善
に
務
め
る
予
算
が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
大
教
中
央
執
行
委
員
、
中

央
執
行
副
委
員
長
を
つ
と
め
て

こ
ら
れ
た
村
井
淳
志
さ
ん
（
金

沢
大
）
が
、
今
大
会
を
も
っ
て

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
の
閉

会
時
に
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
長
年
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。（
書
記
長
   長
山
 泰
秀
）

7月7日
  ～8日

※ 設置するA・B分科会レポート、また、自由セッションと
してのＣ分科会の設置の募集をしています。
皆さんのご応募お待ちしております！（締切8月20日）

高等教育予算拡充を求める
賃金改善・長時間労働是正

無期転換の実現を！


